






現在先天代謝異常マス・スクリーニングの対象となっている疾患は表 3 の如くであるが,

いずれも放置すれば精神薄弱となりうるものであり,早期発見により早期治療が可能なも

のである。しかもマス・スクリーニングという手段を用いなければ,早期発見は困難なもの

である。さらに,これらのスクリーニング方法は,技術的に習熟した者が実施すれば,信頼性

・再現性にすぐれており,偽陰性は防ぎうるし,偽陽性もそれ程多くはない。経済的にも安

価左ものである。つまり,公衆衛生的な観点からも,マス・スクリ一ニングとして取り上げ

るのに必要な条件はみたしていると思われる。 


